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河道内樹林化の原因分析

資料２

札内川技術検討会（第2回 平成24年3月13日）
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図 戸蔦別川，中島橋観測所（KP6.2）の平成9年～21年の流況

：平成10年～17年
：平成18年～21年

H18年以降

融雪出水の
規模が小さい
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図 札内川，上札内観測所（KP41.8）の平成9年～22年の流況

：平成10年～17年
：平成18年～22年

積雪量と融雪出水の経年変化
■ 近年、積雪深、積雪相当水量は減少傾向、同様に融雪出水の規模も減少しており、融雪期の流況変化が河川環境に影響を与えている可能性について検証が必要。

図 札内川ダムの日平均積雪深の経年変化

図 札内川ダムの積雪相当水量の経年変化

・日平均積雪深は、H16年までは増加傾向、H16年以降は減少傾向となっている。

・H18年以降は、それ以前と比較すると、積雪深の少ない年が多い。

・積雪相当水量は、近年減少傾向となっている。

・積雪相当水量は500mm前後の年が多いが、H20年は約200mmと極端に少なく、H10年及び

H23年も300mm程度と少ない。

2-1.

上流にダムが無い戸蔦別川も札内川と同じ傾向で、H18年以降は

融雪期、夏期の出水の規模が小さい

H18年以降

融雪出水の
規模が小さい

H18年以降
夏期出水の
規模が小さい

H18年以降
夏期出水の
規模が小さい

札内川ダムにおける積雪深及び積雪相当水量の経年変化 札内川の流況（戸蔦別川の流況との比較）
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H16年までは増加傾向
H16年以降は減少傾向

H18年以降は積雪深が少ない



■戸蔦別川合流点上流側

・H18～22年はH10～17年に比べて平均年最大流量が半減し、融雪期最大流量も減少傾向※

p.2

■融雪期（4月～6月）の最大流量も近年は減少傾向にある。

札内川の融雪期最大流量の変化2-1.

図 戸蔦別川合流点下流の第二大川橋観測所（KP20.7）の期間別平均年最大、融雪期最大流量の変遷

札内川の流況と礫河原幅の変遷（戸蔦別川合流点上流側）

札内川の流況と礫河原幅の変遷（戸蔦別川合流点下流側）

注）上図のH23年の｢年最大流量｣は、平成23年9月
に発生した出水のピーク流量552m3/s
H22年とH23年の｢年最大流量｣は暫定値

注）上図のH23年の｢年最大流量｣は、平成23年9月
に発生した出水のピーク流量288m3/s
H22年とH23年の｢年最大流量｣は暫定値

■戸蔦別川合流点下流側

・H18～22年はH10～17年に比べて平均年最大流量が半減し、融雪期最大流量も減少傾向※

S53～H9年の平均年最大流量

融雪期最大流量

H10～17年の平均年最大流量

H18～22年の平均年最大流量

年最大流量

S53～H9年の平均融雪期最大流量

H10～17年の平均融雪期最大流量

H18～22年の平均融雪期最大流量

図 戸蔦別川合流点上流の上札内橋観測所（KP41.8）の期間別平均年最大、融雪期最大流量の変遷
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■融雪期の流況の変化に着目し、河道内の樹林化の原因などについて分析を行った。

河道内の樹林化の原因分析 【戸蔦別川合流点区間下流区間】2-2.

【分析項目】

①河道内樹林化の状況

②融雪期における冠水幅の経年変化

③河道形状と冠水幅の関係

④冠水時期・頻度と生育樹木の関係

⑤水面からの比高差と生育樹木の関係
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■H12年とH22年の状況を比較すると、砂州上や土砂が堆積した旧流路内を中心に樹林化が進行している。
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①河道内樹林化の状況 下流側代表区間 KP19.0～21.02-2.

複列流路から右岸寄りの流れに変化し、
左岸側の砂州と旧流路が樹林化

砂州への樹木の定着も見られる

H12年とH22年の航空写真で見る河道内樹林化の状況（KP19.0～21.0）

H12年の航空写真

H22年の航空写真

H12からH22年の樹林変化
：樹木流出区域

：樹木形成区域

凡 例
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水制
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図 H3～7年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H8～12年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H13～17年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H18～22年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

河川水位 H3年:101.84m／H4年:101.95m／H5年:102.22m／H6年:102.12m／H7年:102.33m

河川水位 H8年:102.36m／H9年:102.34m／H10年:102.51m／H11年:101.85m／H12年:102.35m

河川水位 H13年:101.75m／H14年:101.77m／H15年:102.00m／H16年:101.45m／H17年:101.02m

河川水位 H18年:100.88m／H19年:100.74m／H20年:100.82m／H21 年:100.43m／H22年:100.96m
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②融雪期における冠水幅の経年変化 第二大川橋観測所 融雪出水時
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KP20.6横断図：H3年測量

KP20.6横断図：H11年測量

KP20.6横断図：H14年測量

KP20.6横断図：H19年測量

冠水幅：5年平均 約70m
最 大 約80m

冠水幅：5年平均 約160m
最 大 約180m

冠水幅：5年平均 約180m
最 大 約190m

冠水幅：5年平均 約170m
最 大 約190m

樹林 樹林

樹林 樹林

樹林 樹林

樹林 樹林樹林化

最も水位が低いH3年の
冠水域は礫河原が維持

最も水位が低いH11年の
冠水域は礫河原が維持

2番目に水位が低いH16年
の冠水域は礫河原が維持

冠水幅が狭くなり樹林化。
但し、融雪出水で冠水する
砂州は樹林化していない

■H18年以降の融雪出水時の冠水幅は、H17年以前の1/2以下であり、冠水しなくなった箇所では樹林化が進行した。融雪出水での冠水箇所は樹林化していない。

2-2.

第二大川橋（KP20.6）付近の融雪出水時の冠水幅
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オオイタドリ群落 ドロノキ-ケショウヤナギ群落 エゾノキヌヤナギ-オノエヤナギ群落
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横断凡例 ：H19年、 ：H11年

※水位凡例 ①：H18～22年の平均、②：H10～17年の平均
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横断凡例 ：H11年、 ：H19年

護岸
S42年施工

護岸S38、S43年
施工

水制S43、H10年施工年最大流量で砂州が100％冠水。礫河原は維持 横断図H11年、植生H12年

水位凡例※ ：年最大①、 ：融雪最大①
：年最大②、 ：融雪最大②

水位凡例※ ：年最大、 ：融雪期最大

※水位凡例 H10～17年の各平均流量流下時の水位 注）横断図中の水位は全て不等流計算の結果

H18～22年の平均年最大
流量時の水深分布図※

H18～22年の融雪期最大
流量時の水深分布図※

【平成11年河道】

・融雪期に冠水していないが、年
最大流量で砂州が100％冠水

・礫河原は維持されている

・主流路が右岸側へ変動

・H18年以降、年最大流量が減少
傾向となり、冠水しなくなった左岸
側の砂州と旧流路が樹林化

※基図はH22年航空写
真、地盤高はH18年
のLPデータ、水位は
不等流計算結果

横断図Ｈ19年、植生：H22年

③河道形状と冠水幅の関係 下流側代表断面 KP20.22-2.
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主流路が右岸へ変動し、旧中州と左岸側の旧流路が樹林化

旧流路の方が
樹林化が顕著

樹木凡例

流出

形成

樹木は
H12→H22
の変化

凡例

護岸

水制

水深(m)
5.0～4.5
4.5～4.0
4.0～3.5
3.5～3.0
3.0～2.5
2.5～2.0
2.0～1.5
1.5～1.0
1.0～0.5
0.5～0.0

水深凡例

融雪出水時の冠水範囲は限定的年最大流量でも冠水範囲は限定的

■主流路が右岸側へ変動し、比高差の大きい形状へと変化。さらに、H18年以降は年最大流量が減少傾向のため、融雪期の冠水幅は減少。

冠水状況の変化と河道内樹林化の状況(KP20.2，H11年とH22年の比較)

※夏期出水による流路変動が大きい
区間だったため、樹林化しなかった
可能性がある。



p.7

H12年航空写真 H22年航空写真
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横断凡例 ：H19年、 ：H11年
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横断凡例 ：H11年、 ：H19年

護岸
S42年施工

護岸S38、S43年
施工

水制S43、H10年施工 横断図H11年、植生H12年

横断図Ｈ19年、植生：H22年

④冠水時期・頻度と生育樹木の関係 下流代表断面 KP20.22-2.
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砂州高
①EL98.9m程度
②EL99.4m程度
③EL99.8m程度
④EL99.5m程度

砂州高① ② ③ ④

河道 砂州
砂州高※

(EL m)
冠水流量※

(m3/s)

冠水頻度※

植生 立地
融雪 夏期 秋期

H11
① 99.4 254 0.4 1.4 0.4 礫河原 中州

② 99.2 152 1.6 4.0 1.8 礫河原 中州

H19

① 98.9 183 0.0 0.8 0.2 その他ﾔﾅｷﾞ類 旧流路

② 99.4 475 0.0 0.0 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 旧中州

③ 99.8 1012 0.0 0.0 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 旧中州

④ 99.5 574 0.0 0.0 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 旧中州

⑤ 98.7 125 2.4 3.0 0.4 礫河原 寄州

0 250 500 750 1000
流量Q（m3/s）

0 250 500 750 1000
流量Q（m3/s）

河川水位H(m)

河川水位H(m)

KP20.2 H11年のH-Q曲線

KP20.2 H19年のH-Q曲線

備考：H-Q曲線は各断面
での不等流計算結果

※砂州高：横断図参照、冠水流量：砂州が冠水する流量（H-Q曲線より算出）
冠水頻度：融雪期4～6月、夏期7～9月、秋期10～12月で、H11年河道は

H10～14年、H19年河道はH18～22年の年平均（日/年）
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⑤

融雪期と夏期に2～3日冠
水する寄州は礫河原維持

融雪期に冠水せず
夏期に約1日冠水す
る旧流路にその他ﾔ
ﾅｷﾞ類が定着

冠水しない旧中州にｹｼｮｳ
ﾔﾅｷﾞ等が定着

■融雪期から秋期まで数回（1～4日）冠水する箇所は礫河原が維持。夏期に一度冠水する旧流路ではオノエヤナギ等、冠水しない旧中州にはケショウヤナギ等が生育。

融雪期～秋期まで各1～
4日程度冠水する中州は
礫河原維持

・夏期に約1日冠水する比高がやや低い旧流路にその他ﾔﾅｷﾞ類、
冠水しない比高が高い旧中州にｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等が疎らに生育(H19)

冠水状況の変化と河道内樹林化の状況(KP20.2，H11年とH22年の比較)
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■平水面からの比高が1.5～2.0m以上の立地にケショウヤナギ、比高が低い水際や旧流路に群はオノエヤナギ等が群落を形成していることが多い。
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⑤水面からの比高差と生育樹木の関係 下流側代表区間 KP19.0～21.0

凡  例
比高(m)

0.00 - 0.25

0.26 - 0.50

0.51 - 0.75

0.76 - 1.00

1.01 - 1.25

1.26 - 1.50

1.51 - 1.75

1.76 - 2.00

2.01 - 2.25

2.26 - 2.50

※H18～22年の平均平水位とH18年計測ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ地盤高との比高図

平水位からの地盤高比高図※（ベースはH22年航空写真）

オノエヤナギ等のその他ヤナギ類は、平水位か
らの比高が0.25～1.25m程度とやや低い水際や
旧流路に群落を形成する傾向

ケショウヤナギは、平水位からの比高が1.5～2.0m
以上と高い立地に群落を形成する傾向

2-2.

凡  例

ケショウヤナギ優占群落

その他ヤナギ群落
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H22年の航空写真

H12からH22年の樹林変化

：樹木流出区域

：樹木形成区域

平水位からの比高と生育樹木の関係（KP19.0～21.0）

凡 例

護岸

水制
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■融雪期の流況の変化に着目し、河道内の樹林化の原因などについて分析を行った。

河道内の樹林化の原因分析 【戸蔦別川合流点区間上流区間】2-3.

【分析項目】

①河道内樹林化の状況

②融雪期における冠水幅の経年変化

③河道形状と冠水幅の関係

④冠水時期・頻度と生育樹木の関係

⑤水面からの比高差と生育樹木の関係
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■H12年とH22年の状況を比較すると、主流路沿いの砂州上や土砂が堆積した旧流路内を中心に樹林化が進行している。
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複列流路から右岸寄りの流れに変化し、
左岸側の旧流路は樹林化 主流路沿いの砂州が樹林化

主流路沿いで樹木流出
も見られるが、樹木形成
区域と比べると小さい

①河道内樹林化の状況 下流側代表区間 KP31.6～33.62-3.

H12年とH22年の航空写真で見る河道内樹林化の状況（KP31.6～33.6）

H12年の航空写真

H22年の航空写真

H12からH22年の樹林変化
：樹木流出区域

：樹木形成区域

凡 例

護岸

水制
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河川水位 H13年:246.20m／H14年:245.78m／H15年:246.00m／H16年:246.29m／H17年:245.82m

河川水位 H18年:245.86m／H19年:245.72m／H20年:245.83m／H21年:245.67m／H22年:245.81m

河川水位 H3年:246.01m／H4年:246.10m／H5年:245.88m／H6年:246.03m／H7年:246.02m

河川水位 H8年:245.79m／H9年:244.85m／H10年:245.94m／H11年:245.78m／H12年:246.48m

H22年航空写真
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H17年航空写真
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H7年航空写真

H12年航空写真
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水位凡例
H 3年
H 4年
H 5年
H 6年
H 7年

水位凡例
H 8年
H 9年
H10年
H11年
H12年

水位凡例
H13年
H14年
H15年
H16年
H17年

水位凡例
H18年
H19年
H20年
H21年
H22年

図 H3～7年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H8～12年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H13～17年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

図 H18～22年の融雪期（4～5月）の最高水位（融雪出水時水位）

■H18年以降の融雪出水時の冠水幅は、H17年以前の2/3～1/2程度まで狭小化。H17年以降に樹林化した中州は、H13年から融雪出水において冠水していない。

②融雪期における冠水幅の経年変化 上札内観測所近傍 融雪出水時2-3.

上札内橋（KP41.6）付近の融雪出水時の冠水幅

樹林 樹林樹林化
冠水幅：5年平均 約40m

最 大 約40m

KP41.6横断図：H19年測量

樹林 樹林冠水幅：5年平均 約110m
最 大 約170m

KP41.6横断図：H11年測量

樹林 樹林冠水幅：5年平均 約 60m
最 大 約100m

KP41.6横断図：H14年測量

樹林 樹林冠水幅：5年平均 約60m
最 大 約70m

KP41.6横断図：H3年測量
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横断距離 0 100 200 300 400 500(m)

冠水幅が一層狭くなり、冠水し
なくなった主流路沿いが樹林化

融雪出水で冠水する区域
は概ね礫河原が維持

融雪出水で冠水していな
い区域も礫河原維持※

※夏期出水による流路変動が大きい区間
だったため、樹林化しなかった可能性がある。

融雪出水で冠水する区域
は概ね礫河原が維持



p.12

ドロノキ-ケショウヤナギ群落 エゾノキヌヤナギ-オノエヤナギ群落(低木状態)
ケショウヤナギ群落(低木状態)

ケショウヤナギ群落
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ドロノキ-ケショウヤナギ群落 ケショウヤナギ群落
(低木状態)

オオイタドリ群落

護岸H7～8年、水制S37年施工

護岸H7～8年、水制S37年施工

年最大流量で砂州がほぼ100％冠水。礫河原は概ね維持

横断図Ｈ19年、植生：H22年

横断図H11年、植生H12年

※水位凡例 H10～17年の各平均流量流下時の水位 注）横断図中の水位は全て不等流計算の結果

融雪期に冠水しづらくなった左右岸の砂州が樹林化 （H11年は融雪出水で概ね冠水)

【平成11年河道】

・年最大流量で砂州がほぼ100％
冠水

・中州にケショウヤナギの低木が
見られ、礫河原は概ね維持

・融雪期、夏期出水でも冠水しづら
くなった流路左右岸の砂州が樹
林化

■H11年とH22年の断面形状に大きな変化はないが、平均年最大流量、融雪期流量の減少により冠水幅が減少。

※基図はH22年航空写
真、地盤高はH18年
のLPデータ、水位は
不等流計算結果

左岸砂州は年最大流量でも
冠水しづらくなっている

H18～22年の平均年最大
流量時の水深分布図※

H18～22年の融雪期最大
流量時の水深分布図※K
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横断凡例 ：H19年、 ：H11年

※水位凡例 ①：H18～22年の平均、②：H10～17年の平均

横断凡例 ：H11年、 ：H19年水位凡例※ ：年最大、 ：融雪期最大

水位凡例※ ：年最大①、 ：融雪最大①
：年最大②、 ：融雪最大②

樹木凡例

流出

形成

樹木は
H12→H22
の変化

凡例

護岸

水制

水深(m)
5.0～4.5
4.5～4.0
4.0～3.5
3.5～3.0
3.0～2.5
2.5～2.0
2.0～1.5
1.5～1.0
1.0～0.5
0.5～0.0

水深凡例

メヒシバ-エノコログサ群落

③河道形状と冠水幅の関係 上流代表断面 KP33.02-3.

融雪出水でも冠水しなく
なった区域が樹林化

冠水状況の変化と河道内樹林化の状況(KP33.0，H11年とH22年の比較)
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ドロノキ-ケショウヤナギ群落 エゾノキヌヤナギ-オノエヤナギ群落(低木状態)
ケショウヤナギ群落(低木状態)

ケショウヤナギ群落
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ドロノキ-ケショウヤナギ群落 ケショウヤナギ群落
(低木状態)

オオイタドリ群落

護岸H7～8年、水制S37年施工

護岸H7～8年、水制S37年施工

横断図Ｈ19年、植生：H22年

横断図H11年、植生H12年

横断凡例 ：H19年、 ：H11年

横断凡例 ：H11年、 ：H19年

y = 176.25x0.0019

R2 = 0.9479

175

177

179

181

183

185

y = 176.89x0.0013

R2 = 0.9559
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砂州高①

砂州高① ② ④

②

砂州高
①EL178.1m程度
②EL178.0m程度

砂州高
①EL177.8m程度
②EL178.0m程度
③EL177.6m程度
④EL178.1m程度

河道 砂州
砂州高※

(EL m)
冠水流量※

(m3/s)

冠水頻度※

植生 立地
融雪 夏期 秋期

H11
① 178.1 189 0.0 0.2 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 中州

② 178.0 123 0.6 1.2 0.2 礫河原 寄州

H19

① 177.8 100 0.0 1.8 0.0 その他ﾔﾅｷﾞ類 旧流路

② 178.0 181 0.0 0.0 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 寄州

③ 177.6 55 2.8 3.0 0.4 礫河原 寄州

④ 178.1 244 0.0 0.0 0.0 ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等 寄州

河川水位H(m)

河川水位H(m)

流量Q（m3/s）
0 100 200 300

流量Q（m3/s）
0 100 200 300

KP33.0 H11年のH-Q曲線

KP33.0 H19年のH-Q曲線
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備考：H-Q曲線は各断面
での不等流計算結果

H12年航空写真 H22年航空写真

③

融雪期と夏期に
約3日冠水する寄
州は礫河原維持

■融雪期から秋期まで各期ごとに冠水する箇所は礫河原が維持。夏期に約2日冠水する旧流路ではオノエヤナギ類、冠水しない比高の高い箇所にケショウヤナギが生育。

融雪期と秋期に冠水せず夏
期に0～1日冠水する中州に
ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等が定着

融雪期～秋期ま
で各1日前後冠水
する寄州は礫河
原維持

冠水しない寄州に
ｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等が定着

融雪期と秋期に冠水せず
夏期に約2日冠水する旧流
路にその他ﾔﾅｷﾞ類が定着

・融雪期～秋期まで各1日前後冠水する寄州は礫河原維持(H12)
・夏期のみ約2日冠水する比高がやや低い旧流路にその他ﾔﾅｷﾞ類、
冠水しない比高が高い寄州にｹｼｮｳﾔﾅｷﾞ等が定着(H19)

メヒシバ-エノコログサ群落

④冠水時期・頻度と生育樹木の関係 上流側代表断面 KP33.02-3.

冠水状況の変化と河道内樹林化の状況(KP33.0，H11年とH22年の比較)

※砂州高：横断図参照、冠水流量：砂州が冠水する流量（H-Q曲線より算出）
冠水頻度：融雪期4～6月、夏期7～9月、秋期10～12月で、H11年河道は

H10～14年、H19年河道はH18～22年の年平均（日/年）
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H22年の航空写真

H12からH22年の樹林変化

：樹木流出区域

：樹木形成区域
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凡  例
比高(m)

0.00 - 0.25

0.26 - 0.50

0.51 - 0.75

0.76 - 1.00

1.01 - 1.25

1.26 - 1.50

1.51 - 1.75

1.76 - 2.00

2.01 - 2.25

2.26 - 2.50

※H18～22年の平均平水位とH18年計測ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗｰ地盤高との比高図

平水位からの地盤高比高図※（ベースはH22年航空写真）オノエヤナギ等のその他ヤナギ類は、平水位からの比高が0.25～1.0m
程度とやや低い水際や旧流路に群落を形成している場合が多い

ケショウヤナギは、平水位からの比高が1.0～1.5m
以上と高い立地に群落を形成している場合が多い

■平水位からの比高が1.0～1.5m以上の立地にケショウヤナギ、比高が低い水際や旧流路にはオノエヤナギ等が群落を形成していることが多い。

凡  例

ケショウヤナギ優占群落

その他ヤナギ群落

⑤水面からの比高差と生育樹木の関係 上流側代表区間 KP31.6～33.62-3.

平水位からの比高と生育樹木の関係（KP31.6～33.6）

凡 例

護岸

水制



p.15

■「ヤナギ類を主とした河道内樹林化」と「融雪期の冠水幅、冠水頻度、夏期出水による河床撹乱」には大きな関係性があると考えられる。

河道内樹林化の原因分析 樹林化状況分析結果のまとめ2-4.

・冠水する時期や頻度は河道内樹木の生育に影

響を与えており、それらの立地条件とヤナギ

の種類には大きな関係がある。

・（上下流）融雪期～秋期まで数回冠水する箇所は礫河原維持

・（上下流）夏期に1日～2日冠水する立地にはオノエヤナギ等、

冠水しない比高の高い立地にはケショウヤナギが

生育する傾向

p.6～8

p.12～14

冠水する時期や頻度と生育樹

木の関係

・（H11年）融雪出水で冠水しないが、年最大流量で砂州が

100％冠水し、礫河原が維持されていた区間があった。

夏期出水による流路変動が大きい区間だったため、

樹林化しなかった可能性がある

p.6その他

項 目 参考 近年の状況 樹林化の原因分析

融雪出水による冠水幅と樹林

化の関係

p.1～2

p.5

p.11

・ 近年、積雪相当水量、融雪出水規模が減少傾向にある

・ 冠水しなくなった箇所は樹林化が進行

・（下流側）融雪出水時の冠水幅がH7年以前の1/2以下

・（上流側）融雪出水時の冠水幅がH17年以前の約2/3～1/2

・融雪出水の減少により、融雪期の冠水幅が減

少し、非冠水部では樹林化が進行しているこ

とから、融雪出水の冠水は樹林化に大きく影

響を与えている。

表 河道内樹林化の原因分析のまとめ

■河道内樹林化の抑制に向けて

・礫河原の維持のために、融雪期や夏期の出水により冠水や河床撹乱を毎年与えることで樹林化を抑制できる可能性がある。

河道内樹林化の原因（分析結果のまとめ）


